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‘半不貪。毎唇無講壇会。礼唇

北だれ｡内耕の桜田先生を講師に招霞‰爵削

に椚七る医療ヽ錆濯々びノ順円日（日飛北併道ご難

病tこﾂﾀｰｽ∩詞濾さ収奪した。公序渚､いｓ^免心、

なｓヂ｀レ七タバはありま茫しでヽに=軋新死μ岩見乱

心ど追くヵ、s根岸さ既たわもおり、肩急義ﾌﾞ貳合と為

）ました。

’議濯題目ば（･以陽ゑにあヽける再不参先渚の叟

鯉（２八仁八輸出､・向題気講濯後約順蛸

£無相銑念行乱ヽ｛した。以下に漕田応生の慎寝

内容ｏ雫旨と、相鎚の賃毬た塔にっいマ昔坤７み

ましﾌﾞこ、亀名の磁梅皿って参浦に勺､漱ぼ多バス

ljiじｙ‘）｜こ

冲刀め､皆さ心屑の､縫かな協力にj:りまして､やっと気

丸こがりました。

再生不畝小生食血いヽラりは､皆乞ん蓼史はあまり

知ぶなし心惑い４末日本で最初に肉堤登丿乙頻)ｔし

七のは、昭心ロク耳でう。lﾖふ血孝溥・勿け台遜り

一八で勿いヽ客先生が之部湛・協力lｚよりａかに

も再生不刄性､食血が本当にあるのだ３うかということ
から出

-
レまレだ

- ／－



　

印t不表性准血-を最や］に竟彫したのばμイッでｊ。

そ収以未、了り功ま｡にsヨーロッパで皿ｲ膠さヽれてさま

したﾆ。ヨーロワパでは再生不能性今生と呼ば｀心

レたが､日本ではト名先生ザ再ま不知朕食血とカ

フ丿まレた。こ司言菓。邁いはモの１ごヽく九争なの

でう。妬区史の再生不能性食血・型ｔ日本の再ｔ不

衷性貪血り厘にばべ父願統重よなので了。りヽ

のぽr叱う二り川乏し心・でうび西血のは重｡崔系ヤ

１か､5ブほどんど是れ｡ない」ということにね借家●

　

それで､逝欧でば紬薬味の一つで勿る脅骨危鴉植

がﾉ盛んに行なり4してぃ巷ｊ。日本では艦名こんのヽﾜ

かト位は果物ご1な､ａ､り残ヽ加丿劃か£ス劃の人が､、

胤症系になり昔弘それでも追悼､の来症系砧叫＝

ると軽い7ヽづ。でイか､5西欧では必爆に社お札て

滑骨瓦曹櫨を基択にい５とい之昔又

　

今回糸も計１ごった動権。一７は、二〇痛気､は北・

刃にはレブないという世界的系屯計とぱべて升乱とて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
した、北改とかは1レたく、フランス十イタとご

バくると勿くなっていま乳同心うに北時流毛金

目縦転しマ少ないだろうと塊芝さ八昔影

　

ニつめに北叫皇り今左不教性食｀血が庖国の耳生

不良性ノ影比lニ比へぐて痛型に遠八、が為るのだ３う

かマ七し痛型にｊＬいずあるとて沁心、じういう手を

打てば始せるようにねるだろう力回ということでづ、

三っめはヽを圈的糸もｔtズは耳ａ’的には孝はたい1
－Ｚ-



叫北特雀７ヽはある。ぢ３Ｎヽ？

ヽヽ皿フめよを左各地でヽ岫無祗が色々趾択忿七

いま舛ぴ、その紬療価、にＪつてよくなる帚に差か尨る

のだろうかマ

そバ最御づ1、こういう統計痩般を癌様に知べ屯

ら）という二とでつ。吸口£ないてフ七に為忌れ）心。知っ

ビちかいいい、うんかヽカレ爽老ごしが日1脊ででき５

ことを躍レてやる手段戈簾し律レて夕)げヽるのかヽヽい。

ことにたりま百。

細につき巷しマは、ｊでに配冲レ晋したす態

　

１頑査梨し偽書」をすＪ亮お下こい＼。

ｚ．再不黎とｔ扉細岸

　

高人先生内血球ｏ貪脂の座］乞も丿りして痛気

の説明々いたレま了。再生不払阻／貧良は乃､包と

して①のをて。血球の基に｡など雀学細把万に

いボ引の湊更i戌ったり、②ふ降の詣胞に鳶､れない

7､は○をい磋ぐ骨髄・J東通バリ草１！れていると

え６してもヽり昔して、本当心原因1さ、て明ﾌﾞなぞり

ｔフ、シコ匹爪ルモンプ3どの喪胤を抑乞が

リ)まｊ－

が大郷をてり。鉄る休里､の篆剤･;1①ｔ傷めクり

瓦‰又骨側しの組唇牧吃の兆のｔいちめ洙ｊ．

　

最趾で｀は、ｏようﾉ分ヽかれフ､きた②のプリン)､い衆り

べ印が佐にのを携・１ハ、う、自己傷害恢ガ源叫

とこれる再生不良性摩血のちか知丿者レ・。＝の場合

ヤ紬糸を著 々るとい豹れて

　

－Ｊ-
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胤疫飛恥漆を守丿壮紅Lで1 'f .Tリンパ痛｀②

乙Ｂリンパ琢J②八の協同性哨燃だ切でヽ例必ば

ごＬうﾇごで滋②のてリン八多求の申・勁弓郡勿が躇め

ぶ政、免丿疫がヽこチぐ動か為くな召とい而此てぶヽヽリ

了。匠)の系づ列だけが祁されるのダ血か扨丿賎少

墟､でし③。系佃jだ｀けが昌さヽ札１のが、参勢丿求嶋

でイ。

　　　　　　　　　　　　

。

３、エｊズヒ恥、ＣＣ酌だ血

か糾ゾ偏ニ７リ之し１右)値心･門戸洲砿ｏ゛(All)s)

　　　　　　　　　　

＿

　　

、＿

　　

.＿

　　　　　

ふ.r*..
脇がド４健泉ぢった人び弘司L系丿勤との一仰lc

処陥が頌よれた状鯉¨

　

免朧系ぐ体乞々＆万岳且玩）いヽうのは、主にﾘ丿付求

レうのびす気但し意１．そのリンドチ駅り申にはて

細胞とＢ球細舵が勿ヽ片１．七のＴｚＢｆ両鴉

あって始めて人肉の体の中り礼夜系ヵヽヽヽう４くj和

亡瓦｛可。こＬ／にぐはてと名のど汚£がやら礼ろかと

しへ＼.x４１と、Ｔりﾗうを享手んで冒レまｊ。で１かＳて

｀)ツ)ペ希求の欠ブy必がエイズという二と｡に亀り赤肌

　

二帆ガヽ喩ろとき、夷然に後ふ政疎乱祐バ冷肩斤､元

に泉ヽるということにま11とんど勿り寺ｔル、眺た及ｔ

奪ば沢)が位でう。厚め･リyｔ打すこ咆いと/ｙ)多助

力ヽぶ斥い烏几でづ。

　

動ﾇこの特欄Ｕぐすﾀﾀﾀﾞというい!でブ｡噺嘲口a、

ネモの九万ヽ一番最初に砲ったようで・かｙずヽﾓｰの入り

- ぷー



し七エノ1ズにな５とは阻り４ｔｌ､・。為Ｍ瓦計では、

２勿長のいﾋ。人を言風べたけど≒ｓｊズに攻うツリレヌ、

ｉ特った人は一人丿

　

工丿犬で一番心唇ひ･こ｡ね§のばj噺血で寸。しかしヽ

製剤を加軸ｊれヤルスが蔀ムベ゛レ巻うニとでｊ。

ﾉ２∂゜バ゛赦冷加聯寸ると死に昔マ。

　

再ﾉ£不敷性業血り楡位は吸血球｀､臼血球､細jヽ、

板と紅球戌かが申心でづパヅか£、ほ卵どいず

に訓判係勿･片さん。血奨成座ぢけり杓､ちと､I"

ず血友痛の入り場洽が一番耶痙にﾌﾞ=1リ寺果

　

いう。/言､血漿八麿の収量１よ｡げヽい祗ｏ－フに

玲ヤマという奔含し４７．生衣を玲してそるとヱ｀ん

と仙蛋白が沈殿にきまう。それで収歌が宅のｊ以

ｴｰびしま又玲レて蛋白含跳殿づｔ乙ぺ尚にバ

スク利ﾚ入が八衣き４１，特に外国で造って待つｽ

夭教兆リャー蔓漆い憩にﾌﾞｊ､リま孔＝

いまｙ。で｀マか６日本びはエイヌこがどんどいダなく九ヽ

つてきし司ｊ。

イ）］Ｌイズり糎祐一カｔヽと同様な社宅,咄s－

　

/）祷桂一する発効馮灘濃緑

　

斗休重慨ケ（漸欲がヽ釦て七磯司

　

ヽ=り全匂･倦剋感

　

4j）リｙパ奇月璽丈

- ６-



　

､り下痢（升j1む

旬エイズの4叛づj戻

　

０リリ＼゜め月吏丸

　

匈月干月気大

勺碑纏だ
句ヤ)二一前灸ごりjりがロｊけソフ･ラズマ

よ)力なジ肉jl隻阻峯んい球尽い)

ハ)纏蕉之栽る原因

　　　　　　　　　　　　　

｜
１

　

り日ＴＬ７－エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　

司川Ｔしアー豆

　

司いてＬ７一皿汪Ａ刊一ソダのど≒レス

　

石なり九斗皿岨地烏口は冊薗ね血雍ｏ痛軋び砂

九州ヽ四国の風ゴこ痛では奪トヤといわ瓦マい昔した。二の

尺土楠はあう時は位生痛にす1つたり、あう時はリンベ

月奎にな。たり勺うという孝良告があり４了。／今門年瑠､に

勧る恍ｔがそのﾉﾔ､因と吋５七のはｲ可かを々ｊｋして

｡い昔考レ、ノリ２耳にはヽそのﾉ恥因乙晦５も引１､ズ向。

゛馳るとべ）りで世界白‰ごを肩釦に万ヽJ）ました。み勁

めぞやﾛｰ（４Ｊ＆）／ｊ／リ２研頃ました］し仁ぐで払吃うｏ

りどづﾚ又労ヽヽあ§乙鷲表レ昔レを。それで心日本・

どづﾚﾌ、とフノリカのどールスと同じヽモのり｀皇いが｀あうの

かを一差考に海･牢呪しようということになり、どールフヽの

　　　　　　　　　　　　

ーワー



を換-をｕて石市呪しました。その効果、そのビづﾚﾇヽは

全ぐ司じそのと判り４しﾌE=。そ気でＨＴ乙いう力でロ乎

ぶように砥りました。

　

トドTLヒりどールス/リゴ色々な石丿家からｌパn･ｌと三

万種寅頁為レます。曰本で八ヱｰ痛を起二しい作=ビ≒ﾚﾇ、

はエ型であり、一片エイでのご゛づレ又は二んと凌頁紐､織

係､､jあ引すれども全く同じ右ので｀ばﾌﾟま仁皿せ巴呼ぼ

漱普醜

　

この中肉に１型ガヽあリベれは伺。痛気り

原因ドなってぃか

で屯工イ人ごも見つ力｀つて働り蓉了･

　

それにkOD d乙左十支血しﾉﾓこ､5人潮の緋ヽの中にjlどり
植な景乙響があるのだ３うかという二と力り)りまフ。

ダヨ本でｚ叱)に十載血砲米。た鯛別な基体はあ
l･

　

l●ふ

　

ー
）ません．九正年・j戈にできたのですが｀バ椅別に楓

排撃かっ化 け です，

　

令外血右レマ血奨戦蚕か心雅るビ≒ﾚｽにヽ今．物、

二のエ・うｽごビールヌ､で１．血漿戌分か£は聊糾なしけ漱

ど七なざが血１求筏音か､5ｶﾀうのｶﾘｮ血浦です．

　

そこで勁にＣ楳血内題というのはこ心の句題と笑

い口尖バ゛｀ありま‾す．日本全国７゛使う紅俵製剤の

８害付詔外国から奏軒入している現在、－エイズビづレヌ、

に限石ず、ど心な病気ずχぺくるか斗いたい●I

匹慨ず祠の今て句朗けふい・)粕雙を発憚レマ､姐)

に採血左レそ。血漿ｔ律給し化Ｓし＼いのて∩才

　

ｊ

ないかというのが4叱)こど4案ｋり･発ｔ他でづ。

¶皿

゛はﾌﾞないよ
ｰ

　

一日－



　

豺苛妁な社拠が｀なく決めｊれ､たﾆものをいっまでも

守パヽヽゐりは恚ヤしいということでう回ご左採血

したらた向りﾉ隣､。中はと丿た５り≒ということを日赤。

耳哉員とかがランうベアを/jｔつて言順べてみ昔レた。

　

そう゛ﾘｌとヽＪ匹ごより戸ラレ犬わ｀い八う感い１

あったものの、公ﾉＥＪ良将は隻わお互いという勁某が

でｊレた。綬こべ≒心)ｙ休血支ｊすめｊうという争

に万ヽ)つフあヽ)ます。
１日本人は極云楠ご血参吃信ｲ叩する国民とい心れ

てぃまず。血夜ば休の中を琉抑いるそのだといった彩り

匂っ党考沁が借吏与いので、この回民感情を了解コ

七らうニとび丸事ち肉題で寸。

９



氷命面談 ぱ細七宦り布欧応谷つ

　

ん

　

鏝探。zｄ々私ず４。z熹・昨八月入坑

　　

し乙ヽＪしａ･づ臥なJぺぞ引げず。応・乞昶ん･2.･い々cた

　　

ダパ刃咳１丿づかいｇ名あお化。

　

入煙1吟砕

　　

ﾉ仏丿如略乙札尼吃看卜-lf

　

フ万りぺた。

ぶμ咋・食血弓

　

ぴ６･いづこ／１ヽ哺ｙぐ

　　　　

＠

　

/卜本人４友べ巡丿叙レッ■-^
V＼rS'^＼大姦巧。

　　　

こ兪訪:／･シり゜つ●zヌ、j公」･jkかし和フマラてヽう

　　　

のｔ／迅明に／崖４癩覆､こ息り、ヽ４私

ぱ如ヅ．壮・‘1岡、⑤（フダピ1ﾊﾉ飲んヤ、俘し匈7､?

　　　

夙めら時身ら４

　

リーヤヘた千和リ

　

爪

　

丿記げ・2､､､･ヽし、ヽヽjL,ト哉ｊｎ４Åふヽ･1と･

　　　

霞いy､ヽマヽ･／Ｊ⌒-ｊ万や･浩為べｚ､、-４ｙ

醤旧口にj筧踪・角で石暫斤イ血-ふ裁ダ２孔

　　　

タガヤあμは.･片ｙ秘･･他爪苛３塗耳？'｀rｅ

　　　

函し手心ん．

　

ひ．複拓ぶ詐言・7斗像やみりj吋:．時

　　　

剱小賑47ｖl ／ﾌて弁佐で･物届遅血J,栽

　　　

糸ヤ雌慄丿班殉ヒぷおあ４し伽冷血ぷ'

　　

す多ケ贈函才力・1ぷ巧47ゝ"乃々･1

　　

堂ﾒ巳(ｊあ・1刄そえ、。jk初．ステ心レ'

　　

を身史Ｘ／ｕづこノく灸47い仁ｆ･・z.'哨47？｀

　　

｜
□ _f7に

ー/ａ -

/

　　　

ミ
乙Ｚ



　

人，（けっぺjし９力しお，.,･淫心1争ば丿易か

　

ノ耳夕こ動ｔ萱ｔﾀﾞ齢レ・ﾗえしと．／曰-り

　

力い（jfﾌﾞじりふ･ひこ暴をj坂レz沸丿態ｔ見Tf

　

ダふ血い力い,贈漱を穴ラワにルベケレ秘っ

　

奔レ４之，現永原い他Ｊrバブ７ベ

　

ノ薬学心痛ｆ、｀）j勾ヽ刄ぽ，約ダ,クズｊり４４か

聶順礼

　

友よ良げ力ド呼l’子心９ヽ呵お．

　

乙，／昨年の，夕礼≫一昨，湘め１二のﾉかこ

　　

劣ヽ琲］クズT，2、ソヽドヲμレａ。叉ねａ衷呟べ

　　

1広こ,め３ふず･

　

ズノDJ々吻・

　

一昨身．

　　

誦峻

　

羞明唯∧朔いノ2づいＪしに，

　　

節身夕小娠タフガイ仏ごり=･つぷげこのマ･･

　　

退席し４しと．風在てフノ／が仏ごJ=つ

　　　

州ダ同一か・1･兼づレル．，Ｊｙ

　　　

盈疾レ１いこ7ノ訃づみＩＪｊご露贈レ2

　　　

／74･≒れ弓｀＆デレ千47ヽ｀’り耳漓４・ヽ｀’）浪言岡，て
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三好　隆志 会長

敦JII弘臣 副会長

矢野　蛮 幹事

佐藤　篤由 幹事

TJヽ野栄一

小川　巌

川口　進 ゛幹事

骨塚　峰子

新谷　昭一 聡子

黒沢　雄三 千秋

や¨゛
鈴木　三枝子

松本　紋子

丸山　得右

佐藤　信子 健二
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氏　名 〒 住　　　所 TEL 備考

藤田　茂 曜子

桜庭　繁子

久保田喜代子

宮原　栄子

-伊屡　清彦
９

大坂　雅子

佐々木進 勇

前原　正美

梶野フミ

橋本　松代

岩淵　論集 ｇ

谷口　国子

児玉　ハル

正田　勁 百樹

中川　好明
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氏　名 －Ｔ 住　　　所 TEL 備考

菅野　ィクノ

坪田　和子

加藤　きよ

水根　孝蔵 光邦

ｒ゛
高松　好子

熊沢　シズエ

清水　正則

中島　勝年 秀影

美濃康幸

武田　裕見子
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畠山　とら子

杉本　弘
※

美樹

牧野　敏江

千葉　円治

秋森　新二 美佳
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氏　名 〒 .住　　　所 TEL 備考
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大野　明 大輔

山本償育、

宮崎良一

久保　昭仁

-
太田　昭 昭三Ｓ

　父

大野五百子

吉田　修

松田　豊

本田　美智子 賛助
　会員

中村正信 賛助
　会員

津森　悦子 賛助６
会・｜

吉田　百合子

江刺窒由美子

大場　敏夫 ※
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血小板減少性紫斑病
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